
※四捨五入のため積上げと計が一致しない箇所がある

（参考）

　平成２２年度以降の震災対応予算の累計は、６兆２，４６８億円（総会計）

　※平成２２年度から平成３０年度は最終予算額、令和元年度は９月補正（第１号）後現計の累計

うち 震災対応分 294,596 266,839 4,711 271,550 92.2

計（総会計） 1,616,878 1,595,698 11,636 1,607,334 99.4

うち 震災対応分 87 391 391 450.7

公 営 企 業 会 計 26,914 47,761 9 47,770 177.5

うち 震災対応分 722 790 790 109.4

準公 営 企業 会計 15,843 4,047 4,047 25.5

うち 震災対応分 2,411 2,438 2,438 101.1

特 別 会 計 448,323 433,620 433,620 96.7

うち 震災対応分 291,376 263,220 4,711 267,931 92.0

一 般 会 計 1,125,798 1,110,271 11,628 1,121,898 99.7

　今回の補正予算は、東日本大震災からの復旧・復興経費として、河川施設や復興関連道

路の整備、東日本大震災復興交付金の第２４回申請に係る交付可能額の基金積立のほか、

東北観光復興対策交付金を活用したインバウンド関連経費などを予算化

Ⅱ　予算規模

（単位：百万円，％）

区　　分
平成３０年度
９月現計予算額

 A

令和元年度予算額 対前年度比較
(B/A)×100当初予算額 今回補正額 補正後予算額 B

○ 　また、国の内示等に伴う防災・減災・国土強靱化対策、看護師の地域偏在是正を目的と

した新たな修学資金貸付制度の創設など、当初予算編成後に具体化した施策に係る経費を

予算化

○ 　このほか、特別支援学校設置に向けた旧教育研修センターの解体設計経費などを予算化

するとともに、オリンピック・パラリンピックの機運醸成に要する経費などについて債務

負担行為を設定

令和元年度９月補正予算（第１号）案の概要

Ⅰ　予算編成の考え方
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